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著
者
の
イ
ル
フ
ァ
ン
ー
ハ
ビ
ー
プ
教
授
は
イ
ン
ド
、
ア
リ
ー
ガ
ル
大
学
の

著
名
な
ム
ガ
ル
朝
史
家
で
あ
る
。
彼
の
名
は
ム
ガ
ル
朝
土
地
制
度
史
の
精
緻

な
研
究
書
目
ぎ
鼠
楽
想
蔑
§
四
二
設
§
贈
ミ
冬
慮
遵
ミ
富
§
＆
・
】
W
o
日
げ
ρ
ざ

δ
①
ω
に
よ
っ
て
つ
と
に
内
外
に
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
近
く
は
そ
の
共
編

著
者
ぎ
O
§
轟
腰
ミ
題
肉
“
§
o
ミ
魯
霞
慧
。
遷
ミ
N
や
蕊
賞
く
。
ピ
H
層
O
㊤
欝
－

げ
臨
α
σ
q
P
お
c
Q
さ
っ
も
刊
行
さ
れ
た
。

　
本
地
図
帳
は
そ
の
彼
が
長
年
月
を
費
し
て
完
成
さ
せ
た
大
業
で
あ
る
。
類

書
と
し
て
は
官
国
．
ω
o
げ
≦
錠
言
げ
震
σ
q
曽
抵
霞
帖
恥
W
ミ
魯
ミ
遷
ミ
恥
ミ
⑦
§
さ

』
亀
3
0
匡
o
P
α
Q
？
い
8
島
o
P
冨
刈
○
。
が
あ
る
が
、
　
こ
れ
は
多
数
の
学
者
と
製

図
家
を
動
員
し
た
共
間
作
業
に
よ
る
南
ア
ジ
ア
の
歴
史
地
図
帳
で
あ
る
の
に

対
し
て
、
ハ
ピ
ー
ブ
の
地
図
帳
は
三
人
の
製
図
家
お
よ
び
製
図
家
修
業
中
の

子
息
フ
ェ
イ
ズ
盟
ハ
ビ
ー
プ
の
協
力
を
え
た
ほ
か
は
、
ほ
ぼ
独
力
で
完
成
さ

せ
た
ム
ガ
ル
帝
国
晴
代
の
歴
史
地
図
帳
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
ア
ク
バ
ル
時
代
、
ア
ブ
ル
紅
フ
ァ
ズ
ル
に
よ
っ
て
著
わ
さ
れ
た

大
作
の
書
『
ア
ク
バ
ル
会
典
』
　
（
」
、
爵
嵐
』
ぎ
＆
為
）
は
帝
国
の
＝
一
州
に
つ

い
て
の
詳
し
い
地
誌
部
を
収
め
る
。
こ
れ
を
地
図
の
図
面
上
に
表
わ
そ
う
と

す
る
試
み
は
早
く
も
一
八
四
四
年
、
エ
リ
オ
ッ
ト
（
頃
8
蔓
広
場
≡
。
酔
）
が

英
領
北
西
州
に
お
け
る
ア
ク
バ
ル
時
代
の
行
政
区
分
地
図
を
描
い
た
作
業
と

な
っ
て
現
れ
た
。
こ
れ
を
承
け
て
ビ
ー
ム
ズ
（
｝
o
ぎ
b
づ
＄
導
⑦
ω
）
は
同
様
の

地
図
を
ア
ワ
ド
・
ビ
ハ
ー
ル
・
ベ
ン
ガ
ル
・
オ
リ
ッ
サ
の
各
地
域
に
つ
い
て

作
製
し
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
以
外
の
地
域
に
つ
い
て
は
中
断
さ
れ
て
お
り
、

し
か
も
こ
れ
ら
の
地
図
は
今
日
で
は
ほ
と
ん
ど
人
目
に
触
れ
る
こ
と
が
な
く

な
っ
て
い
る
。
ハ
ビ
ー
プ
の
地
図
帳
は
イ
ン
ド
亜
大
陸
を
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

北
部
か
ら
南
イ
ン
ド
に
至
る
ま
で
一
六
の
地
域
に
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
に
つ
い
て
縮
尺
二
〇
〇
万
分
の
一
の
政
治
地
図
と
経
済
地
図
と
を
別
々
に

提
示
す
る
形
体
を
と
っ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
の
政
治
地
図
は
右
に
述
べ
た

エ
リ
オ
ッ
ト
と
ビ
ー
ム
ズ
の
仕
事
を
改
訂
、
継
承
し
、
完
結
さ
せ
た
も
の
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
。
と
は
い
っ
て
も
一
六
葉
の
う
ち
四
葉
を
除
く
一
二
葉

は
、
ハ
ビ
ー
プ
が
今
回
全
く
新
し
く
用
意
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
エ
リ

オ
ッ
ト
や
ビ
ー
ム
ズ
の
地
図
と
異
な
り
、
こ
の
地
図
帳
は
後
に
も
述
べ
る
よ

う
に
『
ア
ク
バ
ル
会
典
』
の
み
の
地
誌
的
情
報
に
よ
ら
ず
、
ム
ガ
ル
朝
時
代

の
様
々
な
資
料
か
ら
え
ら
れ
る
情
報
を
総
合
し
て
図
颪
上
に
蓑
わ
し
た
も
の

と
な
っ
て
い
る
。

　
著
者
に
よ
っ
て
一
六
に
区
分
さ
れ
た
各
地
域
は
多
く
の
場
合
ム
ガ
ル
帝
国

の
州
区
分
と
照
補
し
、
さ
ら
に
英
領
時
代
の
行
政
区
分
や
独
立
後
の
イ
ン
ド

の
州
区
分
と
も
照
応
し
て
い
る
の
で
、
比
較
考
察
す
る
の
に
便
利
で
あ
る
。

爾
イ
ン
ド
は
北
緯
一
六
度
以
南
の
地
域
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
一
六
地
域

を
総
合
し
た
帝
国
全
体
の
政
治
地
図
と
経
済
地
図
も
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た

冒
頭
部
に
は
、
各
州
下
の
累
（
ω
㊤
同
訓
鯛
巴
）
ご
と
の
面
積
と
地
租
評
定
額
一
た

だ
し
デ
カ
ソ
地
方
諸
口
の
祭
に
つ
い
て
は
面
積
の
み
一
を
示
し
た
一
覧
表

も
掲
げ
て
い
る
。

　
各
地
域
に
つ
い
て
描
か
れ
た
政
治
地
図
と
経
済
地
図
の
う
ち
、
ま
ず
政
治

地
図
で
は
首
都
や
州
都
か
ら
は
じ
め
て
郡
（
ヨ
書
舞
℃
曽
α
q
㊤
轟
）
お
よ
び
そ
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の
中
心
地
に
至
る
ま
で
の
地
名
を
す
べ
て
網
羅
的
に
示
し
て
い
る
。
ま
た
そ

れ
以
下
の
レ
ヴ
ェ
ル
の
村
名
に
つ
い
て
も
、
重
要
な
も
の
は
収
め
て
い
る
。

境
界
線
と
し
て
は
州
境
と
県
境
が
示
さ
れ
て
お
り
、
い
く
つ
か
の
郡
を
統
合

し
て
徴
税
区
域
が
設
定
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
は
そ
の
境
界
線
も
示
さ
れ
て
い

る
。
地
名
表
記
法
は
、
地
図
で
は
慣
用
表
記
が
使
用
さ
れ
、
注
解
お
よ
び
巻

末
の
完
備
し
た
索
引
で
は
正
音
符
を
付
し
た
正
確
な
表
記
が
慣
用
表
記
と
併

せ
て
記
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
読
者
は
こ
の
索
引
に
よ
っ
て
、
ム
ガ
ル
時
代

の
地
名
表
記
と
現
代
の
慣
用
表
記
を
そ
れ
ぞ
れ
対
応
さ
せ
て
み
る
こ
と
が
で

き
る
。
例
え
ば
∪
賛
同
1
∪
Φ
汐
劫
Ω
斜
≦
医
王
鍵
－
○
≦
巴
δ
目
の
ご
と
く
で
あ

る
。
な
お
正
音
符
を
付
す
転
写
法
は
、
ス
タ
イ
ン
ガ
ス
（
劉
Q
。
伴
①
冒
σ
q
塁
。
・
）
の

ペ
ル
シ
ア
語
辞
典
が
ム
ガ
ル
朝
イ
ン
ド
の
ペ
ル
シ
ア
語
を
表
記
す
る
の
に
よ

く
適
し
て
い
る
と
し
て
、
そ
の
原
則
に
拠
っ
て
い
る
。

r
経
済
地
図
の
方
で
は
、
山
脈
・
丘
陵
・
高
原
・
砂
漠
・
河
川
・
森
林
な
ど

の
自
然
地
形
や
動
物
（
象
・
馬
・
野
牛
・
豹
・
羊
・
牛
・
ラ
ク
ダ
・
ヤ
ク
・

水
牛
等
）
が
詳
し
く
記
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
で
み
る
と
河
川
の
流
路
の
異

同
は
も
と
よ
り
、
森
林
地
帯
に
つ
い
て
も
鶉
時
は
現
代
よ
り
も
相
当
に
広
範

囲
に
広
が
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
交
通
・
運
輸
に
関
し
て
は
交
通

路
綱
、
橋
、
浅
瀬
（
渡
河
地
点
）
、
　
渡
船
場
、
河
川
交
通
と
そ
の
航
行
可
能

船
の
最
大
積
載
ト
ソ
数
、
海
港
と
そ
の
寄
港
可
能
船
の
最
大
積
載
ト
ソ
数
が

文
献
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
る
範
囲
で
記
さ
れ
て
い
る
。
各
種
の
工
産
物
・
鉱

産
物
・
農
産
物
・
果
物
・
養
蚕
等
が
表
示
さ
れ
て
い
る
の
も
い
う
ま
で
も
な

い
。
パ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
、
ラ
ー
ジ
ャ
ス
タ
ン
、
ウ
ッ
タ
ル
随
プ
ラ
デ
し
シ
ュ
の

三
地
域
の
小
菱
作
地
に
つ
い
て
は
一
ビ
ー
ガ
（
寓
σ
q
げ
p
約
二
四
ア
ー
ル
）
当

り
の
地
租
徴
収
額
も
記
さ
れ
て
い
る
。
ア
ク
バ
ル
時
代
の
銀
貨
・
銅
貨
の
鋳

造
所
、
ア
ウ
ラ
ソ
グ
ゼ
ー
ブ
時
代
の
銀
貨
の
鋳
造
所
も
示
さ
れ
て
い
る
。

　
従
来
、
ム
ガ
ル
朝
イ
ン
ド
に
関
す
る
こ
の
種
の
経
済
地
図
は
皆
無
の
状
態

で
あ
っ
た
。
私
た
ち
は
こ
の
地
図
帳
か
ら
、
こ
と
ム
ガ
ル
朝
イ
ン
ド
経
済
に

関
し
て
も
実
に
豊
寓
な
惜
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
で

あ
る
。
以
上
の
政
治
地
図
と
経
済
地
図
は
南
北
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
関
し

て
の
み
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
の
暫
薗
に
合
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

　
地
動
帳
の
後
半
部
は
政
治
地
図
、
経
済
地
図
の
各
図
面
に
つ
い
て
の
精
細

な
注
解
に
当
て
ら
れ
て
い
る
。
南
中
の
地
名
お
よ
び
そ
の
所
在
地
、
境
界
線
、

河
川
の
流
路
、
交
通
路
、
産
物
等
そ
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
記
載
事
項
に
つ

い
て
、
ム
ガ
ル
朝
時
代
の
イ
ン
ド
に
関
す
る
諸
資
料
を
参
照
し
て
一
つ
ひ
と

つ
吟
味
し
た
も
の
で
、
大
太
三
段
組
六
七
ペ
ー
ジ
に
の
ぼ
る
こ
の
部
分
は
優

に
一
書
に
匹
敵
す
る
分
量
で
あ
り
、
内
容
的
に
も
、
さ
な
が
ら
ム
ガ
ル
朝
イ

ン
ド
の
政
治
経
済
地
理
に
関
す
る
歯
典
辞
典
の
観
を
呈
し
て
い
る
。
そ
の
出

典
に
つ
い
て
い
え
ば
、
地
理
的
情
報
は
さ
ま
ざ
ま
な
文
献
、
と
り
わ
け
こ
の
時

代
に
多
く
な
る
歴
史
書
の
あ
ち
こ
ち
に
散
見
さ
れ
る
。
そ
こ
で
著
老
は
『
ア

ク
バ
ル
会
典
』
を
は
じ
め
と
す
る
ペ
ル
シ
ア
語
文
献
、
刊
本
未
刊
の
写
本
類
、

公
私
の
文
書
類
、
旅
行
記
な
ど
当
時
の
資
料
は
も
と
よ
り
、
後
世
に
な
っ
て

作
製
さ
れ
た
地
図
類
や
諸
研
究
に
至
る
ま
で
、
広
範
な
資
料
を
博
捜
し
て
援

用
し
て
い
る
。
著
者
は
歴
史
書
に
頻
繁
に
み
ら
れ
る
皇
帝
や
軍
隊
の
移
動
に

関
す
る
記
述
に
も
注
意
を
怠
ら
な
い
。
本
書
の
は
じ
め
に
付
さ
れ
た
著
者
の

詳
し
い
解
説
に
よ
れ
ば
、
主
要
な
出
典
文
献
と
さ
れ
た
『
ア
ク
バ
ル
会
典
』

に
記
述
さ
れ
て
い
る
郡
の
総
数
は
三
、
〇
五
三
。
こ
の
う
ち
二
、
一
八
七
郡
の

み
が
地
図
上
に
記
入
さ
れ
て
お
り
、
残
る
八
六
六
郡
（
全
体
の
二
八
・
四
％
）

は
そ
の
位
置
を
比
定
す
る
こ
と
が
不
能
だ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
比
定

不
能
の
郡
が
多
か
っ
た
の
は
パ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
、
シ
ソ
ド
南
部
、
マ
ー
ル
ワ
、

ベ
ン
ガ
ル
の
各
地
域
で
あ
っ
た
。
ま
た
総
計
四
千
を
越
え
る
地
名
の
分
布
状
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評書

況
を
政
治
地
図
上
に
お
い
て
調
べ
て
み
る
と
、
地
名
記
載
の
多
い
と
こ
ろ
と

人
口
の
多
い
と
こ
ろ
と
は
相
関
関
係
に
あ
っ
た
、
と
も
い
う
。

　
巻
末
に
は
繊
維
製
品
語
彙
集
、
略
語
一
覧
、
文
献
屋
録
、
索
引
、
そ
れ
に

正
誤
表
が
付
さ
れ
て
い
る
。
繊
維
製
品
語
彙
集
の
と
こ
ろ
で
は
七
〇
項
目
の

用
語
に
つ
い
て
出
典
を
挙
げ
た
簡
潔
、
明
解
な
説
明
が
与
え
ら
れ
て
お
り
、

文
献
呂
録
の
と
こ
ろ
で
は
本
書
に
引
用
さ
れ
た
す
べ
て
の
文
献
、
資
料
類
が

一
括
、
整
理
し
て
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
詳
細
な
索
引
と
並
ん
で
、
本
書
の
価

値
を
一
層
貴
重
な
も
の
と
し
て
い
る
。

　
以
上
、
本
書
の
特
色
に
触
れ
な
が
ら
そ
の
構
成
内
容
を
概
略
紹
介
し
た
。

こ
こ
で
、
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
地
方
の
記
述
と
金
・
銀
・
鋼
等
鉱
産
物
の
記
述
と

に
つ
い
て
、
も
う
少
し
詳
し
く
紹
介
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。
グ
ジ
ャ
ラ

ー
ト
州
に
は
ア
フ
マ
ダ
パ
ー
ド
・
パ
タ
ン
・
ナ
ー
ダ
ウ
ト
・
バ
ロ
ー
ダ
・
ブ

ロ
ー
チ
・
チ
ャ
ン
バ
ー
ネ
ー
ル
・
ス
ー
ラ
ト
・
ゴ
ー
ド
ラ
・
ソ
ー
ラ
ト
の
九

県
と
ス
ー
ソ
ト
・
ア
リ
ー
隠
モ
…
ハ
ソ
・
ラ
ー
ジ
ピ
ー
プ
ラ
・
ラ
ー
ム
ナ
ガ

ル
・
パ
グ
ラ
ー
ナ
・
カ
チ
ュ
・
小
野
チ
ュ
の
七
つ
の
土
侯
領
地
か
ら
成
り
立

っ
て
い
た
。
こ
こ
は
ム
ガ
ル
帝
国
の
西
部
に
位
置
し
た
生
産
性
の
高
い
と
こ

ろ
で
あ
り
、
キ
ャ
ソ
ベ
イ
湾
に
面
し
た
帝
国
第
一
の
港
市
ス
ー
ラ
ト
を
擁
し

た
重
要
州
で
あ
っ
た
。
そ
の
ス
ー
ラ
ト
の
町
は
タ
プ
テ
ィ
川
の
河
口
を
無
二

〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
遡
っ
た
と
こ
ろ
に
位
置
し
て
お
り
、
大
ぎ
な
外
洋
船
は
寄

港
が
困
難
で
あ
っ
た
の
で
、
河
口
部
の
外
港
ス
ワ
ー
リ
ー
が
そ
れ
に
当
て
ら

れ
た
。
ス
ー
ラ
ト
は
単
な
る
港
湾
都
市
で
は
な
く
、
造
船
業
の
盛
ん
な
と
こ

ろ
で
あ
り
、
ま
た
綿
織
物
・
絹
織
物
・
漆
器
の
生
産
も
行
わ
れ
た
。
ス
ー
ラ

ト
と
と
も
に
、
州
都
ア
フ
マ
ダ
バ
ー
ド
に
と
っ
て
重
要
な
役
割
を
果
し
た
港

は
ゴ
ー
が
港
で
あ
っ
た
。
キ
ャ
ソ
ベ
イ
湾
の
対
岸
に
位
置
し
た
こ
の
港
は
ア

フ
マ
ダ
バ
ー
ド
に
一
層
近
く
、
し
か
も
一
、
五
〇
〇
ト
ソ
の
外
洋
船
（
た
だ
し

一
六
世
紀
の
一
ト
ン
当
り
の
容
積
は
現
行
の
約
六
割
）
の
寄
港
が
可
能
と
さ

れ
た
。
こ
こ
で
船
荷
を
ボ
ー
ト
に
移
し
か
え
、
キ
ャ
ソ
ベ
イ
湾
の
浅
瀬
を
湾

頭
の
キ
ャ
ン
ベ
イ
港
ま
で
運
び
、
そ
こ
か
ら
陸
路
ア
フ
マ
ダ
バ
ー
ド
へ
と
運

ん
だ
り
、
ま
た
そ
の
逆
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
キ
ャ
ソ
ベ
イ
の
町
は
、
ス

ー
ラ
ト
同
様
、
ア
ウ
ラ
ン
グ
ゼ
ー
ブ
時
代
に
銀
貨
鋳
造
所
の
置
か
れ
て
い
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
こ
こ
で
は
象
牙
・
紅
玉
・
鵬
璃
の
加
工
や
、
モ
ス
リ

ン
・
絹
織
物
・
寝
具
の
生
産
も
行
わ
れ
た
。
近
く
で
は
イ
ン
デ
ィ
ゴ
生
産
も

行
わ
れ
た
が
、
ア
フ
マ
ダ
パ
ー
ド
南
郊
の
サ
ル
ケ
ー
ジ
が
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
で

は
最
も
有
名
な
イ
ン
デ
ィ
ゴ
生
産
地
で
あ
っ
た
。
ア
フ
マ
ダ
パ
ー
ド
は
グ
ジ

ャ
ラ
ー
ト
の
政
治
の
中
心
で
あ
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
次
の
よ
う
な
工
業
製
品

を
生
産
す
る
経
済
都
市
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
は
天
鷲
絨
・
編
子
・
綾
織
・

錦
織
・
金
銀
刺
繍
・
落
下
・
更
紗
・
キ
ャ
ラ
コ
・
寝
具
・
象
嵌
細
工
・
彫
物

・
紙
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
こ
こ
は
ア
ク
バ
ル
時
代
、
ア
ゥ
ラ
ソ
グ
ゼ
ー
ブ
時

代
と
も
に
銀
貨
鋳
造
所
の
置
か
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
だ
し
キ
ャ
ソ
ベ
イ

と
こ
こ
で
鋳
造
さ
れ
る
銀
貨
は
ム
ガ
ル
朝
の
標
準
銀
貨
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、

ス
ー
ラ
ト
で
鋳
造
さ
れ
、
ブ
ロ
ー
チ
・
バ
ロ
ー
ダ
・
ゴ
ー
ガ
な
ど
で
使
用
さ

れ
て
い
た
も
の
は
マ
フ
ム
ー
デ
ィ
ー
銀
貨
で
あ
っ
た
。
そ
の
通
用
範
囲
も
地

図
の
中
に
明
示
さ
れ
て
い
る
。

　
ウ
ッ
タ
ル
皿
プ
ラ
デ
ー
シ
ュ
地
域
の
経
済
地
図
に
、
ア
グ
ラ
州
と
ア
ワ
ド

州
と
の
州
境
に
ほ
ぼ
沿
っ
て
「
米
作
線
（
H
四
一
〇
①
　
H
㌧
一
郎
①
）
」
が
引
か
れ
て
い
る

の
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
こ
の
線
の
東
側
、
す
な
わ
ち
ア
ワ
ド
州
に
お
い

て
は
米
が
主
要
作
物
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
西
の
ア
グ
ラ
州
に
お
い
て
は

そ
う
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
カ
シ
ュ
ミ
ー
ル
の
経
済
地

図
で
は
、
ス
リ
ナ
ガ
ル
と
ウ
ー
ラ
ル
湖
と
の
問
を
結
ぶ
交
通
路
に
「
河
川
が

主
要
交
通
手
段
、
　
漢
谷
で
使
用
さ
れ
る
ボ
ー
ト
五
、
七
〇
〇
隻
」
と
の
説
明
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句
が
記
入
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
面
白
い
。

　
次
に
鉱
産
物
で
あ
る
が
、
本
書
に
よ
る
と
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
と
鉄
の
産
地
は

当
時
の
イ
ン
ド
各
地
に
か
な
り
広
く
分
布
し
て
い
た
こ
と
が
分
る
の
に
対
し
、

金
・
銀
と
い
う
貴
金
属
の
産
地
と
な
る
と
比
較
的
少
な
く
、
銅
鉱
の
産
地
も

多
く
は
な
い
。
金
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
砂
金
か
ら
採
取
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ

ら
を
含
む
金
産
地
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
カ
シ
ュ
ミ
ー
ル
州
東
部
の
グ

ゲ
（
O
口
⑳
Φ
）
地
方
・
同
北
部
の
イ
ン
ダ
ス
川
上
流
地
方
・
隣
接
の
西
部
チ
ベ

ッ
ト
地
幽
刀
・
ギ
ル
ギ
ッ
ト
お
よ
び
ダ
ー
ラ
ッ
ド
　
（
U
9
1
H
ρ
α
）
　
地
国
力
、
　
。
パ
ン
ジ

ャ
ー
ブ
州
の
イ
ン
ダ
ス
川
流
域
ダ
ン
ゴ
ー
ト
（
O
げ
磐
σ
Q
o
仲
）
北
方
・
ジ
ェ
ー

ラ
ム
川
上
流
域
・
ベ
ア
ー
ス
川
流
域
タ
ー
タ
ー
ル
プ
ル
・
ジ
ャ
ム
ナ
川
上
流

パ
シ
ャ
ハ
ル
（
切
伊
ω
げ
即
げ
P
巴
）
の
各
地
、
　
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
州
の
ギ
ル
ナ
ー
ル

（
○
貯
口
鈎
同
）
山
地
、
デ
リ
ー
州
の
東
北
山
中
に
あ
る
ス
リ
ナ
ガ
ル
お
よ
び
そ

の
南
方
の
ク
マ
ー
オ
ー
ソ
（
囚
郎
日
似
麟
β
）
地
方
、
ア
ワ
ド
州
の
ア
ワ
ド
お
よ
び

そ
の
北
方
ガ
ー
ガ
ル
川
上
流
域
、
ベ
ン
ガ
ル
州
東
部
テ
ィ
パ
ラ
（
6
甘
鍵
p
）

地
方
お
よ
び
ブ
ー
タ
ン
地
方
、
そ
れ
に
ア
ッ
サ
ム
地
方
．
の
ブ
ラ
フ
マ
プ
ト
ラ

川
流
域
一
帯
、
な
ど
で
あ
る
。
と
く
に
最
後
の
ア
ッ
サ
ム
地
方
の
砂
金
採
取

に
は
一
万
二
、
○
○
○
人
な
い
し
二
万
人
の
労
働
者
が
従
事
し
て
い
た
と
い

、
つ
。

　
銀
産
地
と
し
て
は
、
パ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
州
東
部
の
ク
ル
ー
（
閑
巴
口
）
山
地
、

ラ
ー
ジ
ャ
ス
タ
ソ
（
ア
ジ
ュ
メ
ー
ル
）
州
の
ソ
ー
ジ
ャ
ト
（
ω
o
す
汁
）
・
ジ
ャ

イ
タ
ー
ラ
ソ
（
智
ヰ
9
1
夙
窪
）
・
ウ
ソ
チ
ャ
（
d
口
。
財
ρ
）
の
各
地
、
　
デ
リ
…
州

の
ク
マ
ー
オ
ー
ソ
地
方
、
マ
ー
ル
ワ
州
の
ナ
ル
バ
ダ
ー
川
流
域
ジ
ョ
ー
ガ
ー

（｝

純
ﾐ
q
9
、
ア
ッ
サ
ム
地
方
北
部
の
ウ
ッ
タ
ル
蓑
ク
ー
ル
（
d
；
錠
肉
鰹
）
地
方

な
ど
が
あ
る
。
ま
た
銅
産
地
と
し
て
は
、
パ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
州
東
部
の
ス
ケ
ー

ト
（
ω
下
之
財
簿
）
お
よ
び
マ
ン
デ
ィ
ー
（
冨
碧
臼
）
、
ラ
ー
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
の
バ

イ
ラ
ー
ト
（
b
ご
㊤
け
蓼
）
・
シ
ン
ガ
ー
ナ
（
ω
ぎ
σ
q
げ
9
1
昌
9
）
・
ヴ
ダ
イ
プ
ル
・
バ
ー

バ
ー
イ
（
り
d
飼
げ
餅
．
圃
）
・
ダ
ー
マ
ニ
コ
…
（
〇
恥
き
㊤
昂
山
国
。
げ
）
・
ラ
ー
イ
プ
ル

（
菊
飼
曜
日
）
。
コ
ー
ト
ー
ー
プ
ト
リ
ー
（
内
O
叶
通
信
自
一
）
・
コ
ー
ト
リ
i
（
国
O
け
嵩
）

・
チ
ャ
イ
ン
プ
ル
（
9
鉱
思
貯
）
・
キ
シ
ャ
ソ
ガ
ル
（
囚
δ
げ
餌
コ
σ
q
ρ
H
）
の
彪
各
地
、

デ
リ
ー
州
の
ク
マ
三
曲
ー
ン
地
方
、
ア
ワ
ド
州
北
部
チ
ベ
ッ
ト
寄
り
山
中
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ラ
ー
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
に
銅
産
地
が
か
な
り
集
申
し
て
い

る
が
、
そ
の
中
で
も
バ
イ
ラ
ー
ト
産
の
銅
鉱
は
恕
罪
が
き
わ
め
て
高
い
良
鉱

と
し
て
有
名
で
あ
っ
た
。
ム
ガ
ル
帝
国
期
に
は
金
・
唾
壷
の
貴
金
属
が
大
量

に
消
費
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
対
外
貿
易
を
通
し
て
も
相
当
量
流
入
し
て

い
た
。
ま
た
銅
も
貝
本
産
銅
を
は
じ
め
と
し
て
、
か
な
り
輸
入
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
外
国
産
の
金
・
銀
・
銅
の
流
入
と
管
内
産
の
そ
れ
ら
と
の
流
通

上
の
対
応
関
係
を
考
え
て
い
く
う
え
で
も
、
本
書
は
有
効
な
情
報
を
提
供
し

て
く
れ
る
。

　
さ
て
以
上
の
よ
う
な
本
書
の
構
成
、
内
容
に
関
す
る
簡
略
な
紹
介
に
つ
づ

い
て
、
最
後
に
気
付
い
た
こ
と
を
二
、
　
三
記
し
て
お
き
た
い
。
第
一
は
ラ

ー
ジ
ャ
ス
タ
ソ
州
東
南
部
の
チ
ャ
ソ
バ
ル
川
上
流
に
位
置
し
た
都
市
コ
ー
タ

（
瀬
。
挫
9
1
）
に
関
し
て
で
あ
る
。
　
一
八
世
紀
後
半
に
イ
ン
ド
を
訪
れ
た
フ
ラ
ン

ス
人
モ
ダ
ー
ヴ
伯
の
旅
行
記
（
§
途
題
§
窓
§
織
窪
G
§
嵐
馬
§
ミ
。
§
竃

嵩
認
－
馬
ま
螂
≧
§
さ
氷
袋
殺
↓
闇
§
嵩
◎
母
禽
象
ミ
軸
、
無
＆
§
貼
§
馬
§
切
§
粛
ミ
恥
無

§
畑
、
寒
§
乙
訓
§
斜
砕
Φ
碁
⑦
ひ
欝
σ
目
簿
ρ
鵠
づ
。
け
Φ
唱
二
八
＄
⇔
U
巴
o
o
げ
ρ

℃
碧
貫
｝
り
誠
）
に
よ
る
と
、
当
時
こ
の
町
は
デ
リ
ー
・
ジ
ャ
イ
プ
ル
と
並
ん

で
三
大
馬
市
開
催
地
の
一
つ
で
あ
り
、
西
北
方
か
ら
購
入
さ
れ
る
馬
は
い
っ

た
ん
パ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
の
集
散
地
ラ
ホ
…
ル
に
集
め
ら
れ
た
の
ち
、
こ
れ
ら
の

三
大
市
場
に
送
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
各
地
へ
と
引
取
ら
れ
て
い
く
の
を

常
と
し
た
。
ラ
ク
ダ
に
つ
い
て
も
、
コ
ー
タ
は
そ
の
大
市
場
で
あ
っ
た
と
い
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評書

う
。
モ
ダ
ー
ヴ
伯
は
こ
の
町
を
訪
れ
、
こ
こ
が
交
通
上
の
要
衝
を
占
め
て
い

る
こ
と
も
観
察
し
て
い
た
（
詳
し
く
は
拙
稿
「
ム
ガ
ル
朝
時
代
を
中
心
と
す

る
イ
ン
ド
国
内
交
易
路
の
変
遷
に
つ
い
て
」
　
『
追
手
門
学
院
大
学
文
学
部
紀

要
』
第
一
五
号
、
一
九
八
一
年
参
照
）
。
　
と
こ
ろ
が
本
書
で
は
、
コ
ー
タ
は

ラ
ー
ジ
ャ
ス
タ
ソ
州
の
政
治
地
図
に
の
み
そ
の
位
置
が
記
さ
れ
て
い
て
、
経

済
地
図
の
方
で
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
を
通
り
南
の
ウ
ヅ
ジ
ャ
イ
ソ
へ

と
通
ず
る
交
通
路
に
つ
い
て
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。
本
書
が
主
要
な
対
象
隠

期
と
す
る
＝
ハ
・
一
七
世
紀
に
お
い
て
は
、
モ
ダ
ー
ヴ
伯
の
旅
行
当
時
と
事

情
が
大
き
く
異
っ
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
む
し
ろ
著
者
自
ら
認
め

る
よ
う
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
残
し
た
諸
記
録
は
英
語
で
利
用
可
能
な
も
の

に
限
ら
れ
た
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
記
載
も
れ
が
き
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
し
て
み
る
と
、
ペ
ル
シ
ア
語
諸
資
料
は
い
う
に
及
ば
ず
英

語
諸
資
料
も
博
く
援
用
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
な
お
右
の
よ
う
な
事
例
は

他
に
も
考
え
ら
れ
う
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
に
豊
富
化
な
い
し
修
正
し
て

い
く
べ
き
余
地
が
ま
だ
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
第
二
に
再
度
交
通
路
に
つ
い
て
だ
が
、
ア
ジ
ェ
メ
ー
ル
ー
ア
グ
ラ
間
の
主

要
ル
ー
ト
と
し
て
地
図
に
描
か
れ
て
い
る
も
の
が
実
は
副
ル
ー
ト
と
す
べ
き

も
の
で
あ
っ
て
、
主
要
ル
ー
ト
は
も
う
少
し
北
寄
り
を
通
っ
て
い
た
と
い
う

点
に
つ
い
て
は
す
で
に
フ
ラ
ン
ス
の
ド
ゥ
ロ
ー
シ
ェ
（
一
⑦
雪
0
9
0
。
冨
）
教

授
が
本
書
の
書
評
文
で
指
摘
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
　
（
目
ぎ
寒
ミ
§
四
中

“
§
o
§
讐
§
ミ
の
。
鼠
ミ
霞
裳
。
謎
葡
ミ
於
さ
層
く
。
ド
図
目
〆
堵
8
●
G
。
＼
F

お
○
。
b
。
蝸
や
A
O
り
）
。
そ
の
こ
と
は
お
く
と
し
て
も
、
私
が
解
せ
な
か
っ
た
の
は

う
ー
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
マ
ル
ワ
…
ル
地
方
の
中
心
都
市
ジ
ョ
ド
プ
ル
が
こ
の
地

方
を
通
る
幹
線
ル
…
ト
か
ら
外
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
ま
た
港
市
ス
ー
ラ

ト
と
ハ
ソ
デ
ー
シ
ュ
州
都
ブ
ル
ハ
ー
ン
プ
ル
と
を
結
ぶ
タ
プ
テ
ィ
川
に
ほ
ぼ

沿
っ
た
交
通
路
は
非
常
に
重
要
な
ル
ー
ト
で
あ
り
、
タ
ヴ
ェ
ル
ニ
エ
は
じ
め

多
く
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
旅
行
者
も
こ
れ
を
利
用
し
た
。
本
書
で
は
こ
の
ル
ー

ト
を
関
連
地
域
の
経
済
地
図
で
は
明
示
し
て
い
る
が
、
帝
圏
全
体
を
総
合
し

た
経
済
地
図
で
は
省
い
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
交
通
路
は
後
者
に
お
い
て

も
当
然
明
示
し
て
お
く
べ
き
重
要
ル
ー
ト
で
あ
る
と
、
私
は
考
え
る
。

　
第
三
に
南
イ
ン
ド
の
描
写
が
北
イ
ン
ド
の
そ
れ
に
比
べ
て
見
劣
り
す
る
点

で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
著
者
の
責
任
と
い
う
よ
り
も
、
ド
ゥ
ロ
ー
シ
ュ

教
授
も
い
う
よ
う
に
、
む
し
ろ
こ
れ
か
ら
の
歴
史
研
究
者
た
ち
の
課
題
と
い

う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
と
も
か
く
本
地
図
張
は
一
人
の
著
者
の
手
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
画
期
的
な

仕
事
で
あ
る
。
確
か
に
シ
ュ
ワ
ル
ツ
ベ
ル
グ
編
の
地
図
帳
は
良
質
の
紙
を
使

用
し
た
多
色
刷
の
立
派
な
印
刷
・
製
本
で
あ
っ
た
。
本
地
図
帳
も
印
捌
に
も

う
一
工
夫
あ
れ
ば
、
著
者
の
努
力
が
も
っ
と
よ
く
表
現
さ
れ
え
た
の
で
は
な

か
っ
た
か
と
の
感
が
し
な
く
も
な
い
。
と
は
い
え
本
書
は
、
著
者
は
い
う
に

及
ば
ず
製
図
家
、
紙
、
印
刷
、
出
版
に
至
る
す
べ
て
が
い
わ
ば
イ
ン
ド
の
純

国
産
で
あ
る
。
普
及
を
考
慮
し
て
適
度
の
価
格
内
に
抑
え
よ
う
と
す
れ
ば
、

あ
る
い
は
本
書
の
よ
う
な
印
刷
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
内
容
的
に
は
、
ム
ガ
ル
帝
国
期
の
歴
史
地
図
帳
と
し
て
の
本
書

が
、
シ
ュ
ワ
ル
ツ
ベ
ル
グ
編
書
の
当
該
箇
所
と
比
較
し
て
も
文
句
な
く
詳
し

い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
序
文
に
よ
る
と
本
書
の
構
想
と
準
備
は
、
広
島
が
ジ
ャ
ワ
ー
ハ
ル
ラ
ー
ル

凪
ネ
ー
ル
記
念
財
団
か
ら
二
年
間
（
一
九
六
八
i
七
〇
）
に
わ
た
る
学
術
奨

励
賞
を
受
賞
し
た
と
き
か
ら
進
め
ら
れ
た
。
一
九
六
八
年
九
月
、
私
が
留
学

先
の
パ
キ
ス
タ
ン
か
ら
イ
ン
ド
の
ア
リ
…
ガ
ル
に
著
者
を
訪
ね
た
と
き
、
た

ま
た
ま
著
者
は
学
会
出
席
の
た
め
渡
米
中
で
会
え
な
か
っ
た
が
、
こ
の
と
き
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父
君
の
故
モ
ハ
ソ
マ
ド
頚
管
ビ
ー
プ
教
授
夫
妻
か
ら
右
の
名
誉
あ
る
学
術
奨

励
賞
受
賞
の
話
を
聞
い
た
。
一
九
七
五
年
の
夏
再
び
ア
リ
ー
ガ
ル
を
訪
ね
た

と
き
、
今
度
は
著
者
か
ら
、
こ
の
地
図
帳
作
製
作
業
に
当
て
ら
れ
て
い
た
研

究
室
で
、
綿
密
に
描
か
れ
て
い
た
地
図
の
原
図
を
見
せ
て
も
ら
い
な
が
ら
説

明
を
受
け
、
刊
行
が
近
い
こ
と
も
知
ら
さ
れ
た
。
し
か
し
刊
行
は
そ
れ
か
ら

さ
ら
に
七
年
も
先
に
延
び
、
結
局
完
成
ま
で
に
都
合
一
四
年
の
歳
月
が
費
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
本
地
図
帳
作
製
の
当
初
か
ら
そ
の
進
行
状
況
を
多
少
と
も

知
っ
て
い
た
考
の
一
人
と
し
て
、
私
は
本
書
の
完
成
を
心
か
ら
喜
ぶ
と
と
も

に
、
著
者
の
持
続
的
な
超
人
的
努
力
に
深
い
敬
意
を
払
っ
て
、
こ
の
書
評
を

閉
じ
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
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